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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価

○大学評価 学位授与機構が行う大学評価について・

１ 評価の目的
大学評価・学位授与機構（以下「機構 ）が実施する」
評価は，大学及び大学共同利用機関（以下「大学等 ）」
が競争的環境の中で個性が輝く機関として一層発展する
よう，大学等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に
評価することにより，①その教育研究活動等の改善に役
立てるとともに，②評価結果を社会に公表することによ
り 公共的機関としての大学等の諸活動について，広く,
国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこ
とを目的としている。

２ 評価の区分
機構の実施する評価は，平成 年度中の着手までを14

12段階的実施 試行 期間としており 今回報告する平成（ ） ，
年度着手分については，以下の 区分で，記載のテーマ3
及び分野で実施した。
① 全学テーマ別評価（ 教育サービス面における社「
会貢献 ）」

（「 」 「 （ ）」）② 分野別教育評価 理学系 医学系 医学,
（「 」 「 （ ）」）③ 分野別研究評価 理学系 医学系 医学,

３ 目的及び目標に即した評価
機構の実施する評価は，大学等の個性や特色が十二分
に発揮できるよう，当該大学等の設定した目的及び目標
に即して行うことを基本原則としている。そのため，大
学等の設置の趣旨，歴史や伝統，人的・物的条件，地理
的条件，将来計画などを考慮して，明確かつ具体的な目
的及び目標が設定されることを前提とした。

分野別研究評価「理学系」について○

１ 評価の対象組織及び内容
このたびの評価は，設置者（文部科学省）から要請の

（ 「 」）あった 大学及び 大学共同利用機関 以下 対象組織5 1
を対象に実施した。
， ，評価は 対象組織の現在の研究活動等の状況について

原則として過去 年間の状況の分析を通じて，次の 項5 5
目の項目別評価により実施した。
) 研究体制及び研究支援体制1
) 諸施策及び諸機能の達成状況2
) 研究内容及び水準3
) 社会（社会・経済・文化）的貢献4
) 研究の質の向上及び改善のためのシステム5

２ 評価のプロセス
① 対象組織においては，機構の示す要項に基づき自
己評価を行い，自己評価書を機構に提出した。
② 機構においては，専門委員会の下に評価チームと
部会（後記研究水準等の判定を担当）を編成し，自

己評価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえ
， ，て評価を行い その結果を専門委員会で取りまとめ

後記３の｢Ⅴ 意見の申立て」を経た上で，大学評価
委員会で最終的な評価結果を確定した。

３ 本報告書の内容
及び は，｢Ⅰ 対象組織の現況｣ ｢Ⅱ 研究目的及び目標｣

対象組織から提出された自己評価書から転載している。
は，前記１の )， )及び )の評価項｢Ⅲ 評価結果」 1 2 5

目については，特記すべき点を「特色ある取組・優れた
点」と「改善を要する点・ 問題点」として記述してい
る。また，当該項目の水準を「貢献（達成又は機能）の
状況（水準 」として，以下の4種類の「水準を分かりや）
すく示す記述」を用いている。なお，これらの水準は，
対象組織の設定した目的及び目標に対するものであり，
相対比較することは意味を持たない。
・ 十分貢献（達成又は機能）している。
・ おおむね貢献（達成又は機能）しているが，改善
の余地もある。
・ ある程度貢献（達成又は機能）しているが，改善
の必要がある。

（ ），・ 貢献しておらず 達成又は整備が不十分であり
大幅な改善の必要がある。
また，前記１の3)及び4)の評価項目については，学問
的内容や社会的貢献の優れた点等を記述しているほか，
3)の評価項目においては，領域ごとの研究内容及び水準
の割合を示している。この割合は，教員個人の業績を複
数の評価者(関連分野の専門家)が，国際的な視点を踏ま
えつつ研究内容の質を重視して，客観的指標も適宜参考
活用する方針の下で判定した結果に基づくものであり，
専門委員会の判定基準は別添資料のとおりである。
なお，当初計画では，3)については研究内容及び水準
の判定結果を領域ごとに加え対象組織全体の割合を，4)
については社会的貢献度の判定結果の割合をそれぞれ示
すことにしていたが，別添資料記載の理由により，これ
らについては示さないことに変更した。さらに，構成員
が少数（１０人未満）の領域における判定結果について
も，研究者個人が特定される恐れがあるため，割合を示
さないことに変更した。
また，総合的評価については，各評価項目を通じた事
柄や全体を見たときに指摘できる事柄について評価を行
うこととしていたが，この評価に該当する事柄が得られ
なかったため，記述しないこととした。

は，評価結果を要約して示して｢Ⅳ 評価結果の概要」
いる。

は，評価結果に対す｢Ⅴ 意見の申立て及びその対応」
る意見の申立てがあった対象組織について，その内容と
それへの対応を示している。

４ 本報告書の公表
本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも
に，広く社会に公表している。

金沢大学理学部
大学院自然科学研究科
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Ⅰ 対象組織（機関）の現況

金沢大学理学部及び金沢大学大学院自然科学研究科の

所在地は，いずれも石川県金沢市角間町である。
理学部は１９４９年５月に，学制改革に基づいて設置

。 ，された金沢大学の一つの学部として発足した 発足当初

理学部は数学科，物理学科，化学科，生物学科，地学科
の５学科２１学科目講座で構成された。１９５７年４月

には理学部附属能登臨海実験所（１９９５年４月に理学

部附属臨海実験所に改称）が，１９７５年４月には理学

部附属低レベル放射能実験施設が設置された。その後，
１９９６年４月には金沢大学全体の組織改革にともな

い，理学部では第６番目の学科として計算科学科が新設

され，地学科は地球学科に改称された。また，同年には

各学科ともそれまでの小講座制を廃止し，大講座制に移
行した。その結果，２００１年５月１日現在，理学部は

数学科，物理学科，化学科，生物学科，地球学科，計算

科学科の６学科１４大講座，及び臨海実験所，低レベル
放射能実験施設の２附属施設と植物園から成り立ってお

り，学生入学定員は１８０名（数学科２５名，物理学科

３３名，化学科３９名，生物学科２５名，地球学科２８

名，計算科学科３０名）である。また，６学科と２附属
， ， ，施設を合わせた教官組織は 教授４１名 助教授２４名

， 。講師７名 助手２５名の合計９７名から構成されている

大学院自然科学研究科は１９８７年に，従来から知ら

れている学部組織の上に積み上げられた研究科とは異な
るものとして，独立性，総合性，学際性及び地域性を設

立理念として掲げ，主に理学部，薬学部，工学部からの

参加教官による教官組織を持つ独立研究科として設立さ
れた。当初，生命科学専攻，物質科学専攻，システム科

学専攻の３専攻であったが，その後のいくつかの組織改

編を経て，現在では博士前期課程９専攻６０大講座，博

士後期課程６専攻２２大講座から成る区分制大学院とな
っている。このうち理学系の専攻は，博士前期課程では

数物科学専攻，物質化学専攻，生命・地球学専攻の３専

攻１４大講座であり，学生入学定員は１２５名（数物科
学専攻６５名，物質化学専攻２１名，生命・地球学専攻

３９名）である。また，これら３専攻合わせた教官数は

（ ， ， ） 。８８名 教授５０名 助教授３１名 講師７名 である

なお，理学部からの参加教官数は８３名で，３専攻全体
での教官数の約９４％となっている。一方，博士後期課

程における理学系の専攻は，物質構造科学専攻，生命科

学専攻，地球環境科学専攻，数理情報科学専攻の４専攻

１０大講座であり，学生入学定員は６３名（物質構造科
学専攻１４名，生命科学専攻２０名，地球環境科学専攻

１３名，数理情報科学専攻１６名）である。また，これ

ら４専攻に参加する教官数は２０８名（教授１２０名，
助教授５９名，講師１４名，助手１５名）で，このうち

自然科学研究科の専任教官数は５３名 （教授１９名，

助教授１７名，講師２名，助手１５名）となっている。

なお，理学部からの参加教官数は８８名（内専任教官２
） ， 。４名 であり ４専攻全体での教官数の約４２％である

金沢大学理学部
大学院自然科学研究科
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Ⅱ 研究目的及び目標

１．研究目的

理学部の基本理念は，社会的要請に従った自然科学に

おける緊急課題の解決方策を探る以上に，星雲から微生

物，素粒子をも包含する３次元宇宙に生ずる森羅万象を

理解する上で要請される基礎概念の構築にある。このた
めには，十数年，時には，数十年先を展望しつつ研究活

動を進めていかなければならない。当然，研究の成果は

速やかな公表により知的共有を積極的に図る。
金沢大学理学部及び大学院自然科学研究科（理学系）

では，研究は個々の研究者の興味と信念に基づき遂行す

るものであるが，複数の研究グループ又は学科にまたが

る研究分野間のつながりの緊密化など，学際領域の開拓
をめざした相互交流や新しい発見をめざした柔軟な思考

により，理学の特性としての地味な基礎研究もまたおろ

そかにできない。加えて世界に誇り得る研究成果を目指

すことはもとより，萌芽的研究や成果の予測が立たない
挑戦的研究をも行う。

研究体制及び研究支援体制の基本的な方針として，研

究領域毎に現状の分析と将来計画について検討がなさ
， 。 ，れ 教官人事は原則公募による方法を行っている また

研究成果は速やかに公表するとともに，学会等での発表

を積極的に行う。必要な研究資金のため，科学研究費他

いわゆる外部資金の確保に努めている。実施する諸施策
， ，及び諸機能の基本的なあり方として 研究活動の活性化

， ，研究水準・質の向上 優秀な研究者の確保と適正な配置

研究資金の充実と効果的な運用，研究支援環境（各種実

験装置，学術図書，コンピュータ等）の向上，社会への
積極的な貢献等を特に配慮する。

２．研究目標 組織（機関）

金沢大学理学部及び大学院自然科学研究科（理学系）

の研究目的は，前記のとおり，戦略的な研究（短期間で

成果が得られるもの）の他，萌芽的研究（成果が得られ
） 。るかどうか不明なもの や地味な研究も重要視している

このように主として自然科学の基礎的研究を担う機関で

あるので，即応用を視野に入れた研究はむしろ少ない。

組織としての目標は，以下のとおりである。
ａ）研究活動の活性化

研究活動の活性化のため，研究者同士の相互啓発と学

科及び専攻間の研究相互理解を深める。また，研究活動
状況や研究成果は積極的に外部に公表する。

ｂ）研究水準，質の向上（国際化対応）

自然科学の学問研究には国境がなく，個人・組織の研
究の質を一層高めるため，国内はもとより広く海外の諸

大学，関連する研究機関との協力・共同研究を進める。

あわせて大学院生を中心とする留学生の受入れについて
可能な限り推進する。

ｃ）優秀な研究者の確保と適正な配置

教員（研究者）の補充は，当該学科の将来計画に照ら

し，専門分野，職制（ポスト ，年齢層等を検討し原則）
公募により，広く国内の（時には，海外を含む）関連す

る諸大学・研究機関から優秀な研究者の応募を求める。

また，その学科，専攻への配置は学生・院生定数を勘

案したものである。
ｄ）研究資金の充実と効果的な運用

外部資金の拡大に努めるとともに，若手の研究グルー

プによる奨励研究やＣＯＥ研究の創設など学内外の競争
的環境に積極的に関わる。同時に萌芽的研究あるいは成

果が容易に見込めない非戦略的研究への安定的な配分に

も留意する。

ｅ 研究支援環境 各種実験装置 学術図書 コンピュー） （ ， ，
タ等）の向上

研究用実験装置や学術図書の充実と効果的利用，コン

ピュータ端末の整備等研究支援環境の充実を図る。

ｆ）社会への積極的な貢献
県，市等からの各種委員会委員，地域の環境放射能調

査等の各種学術調査，共同研究や研究プロジェクトへの

学識経験者，専門家としての助言や参加の要請は社会的
ニーズであり，社会への貢献及び地域問題の解決等に貢

献する。

また，研究活動状況は社会や高校，他大学に積極的に

提供し，合わせて地域住民，高校生等に組織を公開する
等地域交流を行う。

３．研究目標 領 域

ａ）数学領域

諸科学技術の基礎を担う数学（数理学）において，目

先の応用よりも時代を超えて生き続ける真理を探求する
ことを第一義に研究し，次にそれらの応用を目指す。

数理構造学：代数学と幾何学を中心とする数学分野で

構成され，数学的対象の代数構造・幾何構造等の数

理構造の研究を柱とする研究を行う。また，計算数
理学講座と連携し，数理構造に関わる応用領域の研

究の拡大を図る研究を行う。

数理解析学：解析学の中心をなす複素解析学，数理解
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析学，確率解析学により構成され，数学的観点での

定量的性質に主眼を置きながら総合的に解析学の基
礎理論の研究を行う。さらに，数理構造学講座，計

算数理学講座との連携のもとに，自然科学の諸問題

への数理解析の応用的研究を行う。

数理科学：数理理論を基幹とする諸科学分野における
基礎的研究並びにそれらの底に流れている一般的基

礎概念の構築と統合的把握を目指した研究を行う。

同時にまた，現代的な視点から数理科学諸分野の総
合的な研究を行う。

ｂ）物理学領域

諸自然科学の基礎を担う物理学の着実で魅力ある発展
を更に推し進めるために，自然界を構成する対象の基礎

的な物理的性質の解明を第一義に実験的側面及び理論的

側面から研究し，次にそれらの応用を目指す。

量子物性物理学：高温超伝導体，低次元超伝導体，強
誘電体などの静的・動的構造，電子系のフェルミ不

安定性及び核スピンとの相互作用，超流動 と物He3

質との相互作用の研究を行う。
理論物理学：素粒子標準理論を拡張した理論の実験的

検証の可能性， の閉じ込めとカイラル対称性QCD
の自発的破れの機構の解明，ゲージ不変なくり込み

群の手法の開発，マクロな環境系のくり込みの研究
を行う。

複雑系物理学：複雑な体系の振る舞いを物理的な思考

法及び手法で解明していくために，不安定分子種な

どの構造や内部運動，生体分子機械の作用機序の研
究及び装置開発，電子ビームとプラズマの非線形相

互作用や真空中を伝搬する電子ビームが引き起こす

現象などの実験的な研究を行う。
物質解析：広い階層の物質について，物質の構造，物

質系の相構造，相転移と物質を構成している粒子間

の相互作用，力学法則の研究を行う。

計算科学：計算科学科計算機実験学講座との共同研究
として，自然科学諸現象の数理的記述に基礎をおい

た数理モデルの計算機支援による総合的な研究を行

う。

ｃ）化学領域

物質の化学的性質・構造・反応などに内在する基本原

理を原子核レベルから分子集合系レベルまでの広い範囲
にわたって理解し，自然界の多様な物質の成り立ち・機

能現象の本質の解明と有用な機能を持つ新物質の創製を

目指す。

物質分析：自然界に存在するあらゆる天然物質および
人工物質の化学組成・状態を決定する手法と理論の

開発や，環境中の微量元素・天然及び人工の放射性

核種を追跡子とした自然界の物質循環の実態と基本

原理（原子核の特性も含む）を解明することなどを
目標とする。

物質機能：天然及び非天然有機化合物を効率よく選択

的に合成するために，金属元素などの特性を引き出

し，活性中間体の反応性や立体化学にも着目した新
しい反応の開発や，酵素などの生体分子の構造と機

能の関係を解明することなどを目標とする。

物質設計：原子・分子が集合して固体となったがゆえ

に新たに生じる構造・物性などの理論的研究に基づ
いた新しい機能性物質の分子設計や，自然界に存在

する金属元素の形態と機能の本質を解明して有用な

機能を持つ物質（人工酵素など）の分子設計や，化
学エネルギーと電気エネルギーの相互変換の仕組み

の解明などを目標とする。

自然解析：物質分析を参照

ｄ）生物学領域

地球上での生命の誕生から現在までの生物多様性の進

化過程を解明するとともに，個体の行動，生物集団，生

物群集，生態系，生物圏の構造・機能・動態を探る。ま
た，生命現象を遺伝学・生化学・生理学的に探求し，そ

の発生過程の解析を加えて生命活動の広汎な理解を目指

す。
自然史：遺伝子から形態に至るまで多様な情報に基づ

き，系統・進化・多様性を解析するとともに，動・

植物の生態，行動を野外観察や実験操作により解明

するための教育・研究を行う。
生命機構：複雑で巧妙な生命現象のメカニズムを近年

の生物学の目覚ましい発展方向に沿って遺伝学・生

化学・生理学的に解明することを目指す。

遺伝情報学：遺伝子の構造，その複製調節及び突然変
異誘発やその修復機構の分子遺伝学的研究を行う。

また，遺伝子工学の手法を活用し，細胞増殖，個体

， ， 。 ，発生 形態形成 発ガン機構の研究を行う さらに
細胞内及び細胞間の情報伝達に関与している機能分

子の相互作用についても研究する。

動態生理学：動・植物がその生命を維持・発展させ，

更に高次の機能を発現する仕組みとその異常を，細
胞・オルガネラ・物質レベルで解析し，これらの現

象にかかわる遺伝子の作用も含めて研究する。

生物多様性動態学：生物多様性の創出・維持機構の総

合的理解を目指し，生命の起源から現在に至る発展
過程の系統進化学的解析と現在の生物と環境の相互

関係の生理学・生態学的解析を行う。

ｅ）地球学領域

地球の過去，現在そして未来を地球内部と地球表層部

の構造や動態から明らかにしようとするのが究極の目的

である。
地球計測物質学：微惑星の集積による地球の誕生以来

現在まで地球は不断の変動を続けている。地震活動

や火山活動はその現れであり，地球内部における各

種の活動と呼応している。近年における計測技術の
展開は地球内部の構造や変化に関する知見を飛躍的

に向上させ，また構成物質の構造についてもその理
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解は急速に進み，その詳細な内容が知られるように

。 ， ，なってきた 本講座では このような情報に基づき
固体地球の構造と構成物質および物質の循環様式の

系統的・総合的解析を進め，地球のダイナミクスを

明らかにする。

地球環境進化学：地球の環境システムにはこれまでに
何度かの飛躍的な変動が認められており，いくつか

の生物の絶滅を経験してきた。これらには地球外か

らの作用あるいは地球内部の変動が関係している。
例えば，恐竜の絶滅は外的要因，新生代氷河時代は

大陸移動や公転および自転軌道の変化など内的要因

に起因する。さらに近年は人間活動がこの環境シス

テムの変動に影響を及ぼすまでになってきた。本講
座では，これら地球環境システムの構造変化とその

要因，更に今後の動向を明らかにする。

環境動態：地球の大気圏，水圏，地殻をとりまく環境

における自然現象を解析し，過去，現在，将来にわ
たっての地球環境物質の動態を研究する。また，地

球環境に与える負荷及び適合する人為的圧力を大気

圏や生活圏における物質循環としてとらえ，環境汚
染と生物体への影響を評価する。

自然解析：天然に存在する物質の性質・分析・変動を

分析や観測の手法で把握し，各種の自然現象を観測

や観察し，それらの間の関係を解明し，現象の予測
を可能ならしめる研究を行う。

ｆ）計算科学領域

数理現象の計算機支援による解明と計算科学を支える
数理的理論の確立，並びに自然現象の物理的及び化学的

側面の計算機シミュレーションによる解明と計算機シミ

ュレーション支援システムの開発を目指す。
計算数理学：解析系と離散系で構成し，非線形偏微分

方程式，力学系，数理物理，低次元トポロジー，有

限幾何，離散数理などの理論的解析，数値解析，可

視化の研究を行う。
計算機実験学：計算物理，計算化学，計算力学と高性

能科学計算の４研究グループで構成し， 複雑な自

然現象を解明するため，計算機により物性理論，理

論化学，流体力学，計算材料力学，問題解決環境な
どの研究を行う。

計算科学：数学，物理学の研究者と連携し，関連する

諸問題の基礎的及び応用的な領域で共同研究を行
う。最近の新しい研究領域では，数理科学と計算機

実験の統合的方法論の構築が不可欠であり，計算数

理学と計算機実験学の枠を超えた共同研究は，様々

の学際的領域で一層盛んになりつつある。こうした
共同研究を推進する。
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Ⅲ 評価結果

１．研究体制及び研究支援体制

ここでは，対象組織における「研究体制及び研究支援

体制」の整備状況やその体制の下で実施されている「諸

施策及び諸機能」の取組状況を評価し，特記すべき点を

「特色ある取組・ 優れた点 「改善を要する点・問題」，
点」として示し，研究目的及び目標の達成への貢献の程

度を「貢献の状況（水準 」として示している。）

， 「 」 ，なお ここでいう 諸施策及び諸機能 の例としては
学科・専攻の連携やプロジェクト研究の実施方策，装置

の開発，共同利用の推進，研究開発や研究支援に携わる

研究者・技術者の養成，研究資金の運用方策，人材発掘

・育成等が想定されている。

◇特色ある取組・優れた点
理学部及び大学院自然科学研究科（理学系）は６学科

・領域（数学，物理学，化学，生物学，地球学，計算科

学）よりなり，教育・研究上バランスのとれた構成とな
っている。

附属臨海実験所及び附属低レベル放射能実験施設は立
地条件，学科としての歴史をふまえた特徴ある研究機関

として理学部及び自然科学研究科（理学系）と相互に協

力し優れた研究・教育上の貢献をしている。

特に低レベル放射能実験施設は，これからの素粒子核物
理や放射化学の重要性に鑑み発展を期待したい。附属植

物園との有機的な協力関係も評価できる。

平成８年に全国に先駆けて設置された計算科学科は，
極めて特色ある境界領域の学科であり，その設置に向け

た積極的取組は高く評価できる。境界領域科学としての

ユニークな研究成果を期待する。本学科は，大学院（博
士前期課程）において数物科学専攻の計算数理学講座，

計算機実験学講座に対応する。物理学と化学のシミュ

レーションを行うことで，その方法論や信頼性を数学的

に明らかにすることは今後重要であり，その点でも研究
・教育上の成果を期待する。

教員人事については，原則として公募制による人事が

行われ，また内部昇格についても原則公募制を採用して
いることは高く評価できる。

理学の特性として地味な基礎研究，萌芽的研究，挑戦
的研究を重視する姿勢は評価できる。大学院重点化経費

を用いた若手教員の萌芽的研究への支援は高く評価で

き，今後の理学系における研究成果の向上に結びつくこ

とを期待する。

実験機器類の開発のための理学部及び大学院自然科学

研究科（理学系）共用の機械工作室を設置していること
は研究支援システムが充実していることを示しており評

価できる。

部局間国際交流協定を７ヶ国，７機関と締結し，また
外国人教員の採用に前向きに取り組んでいることは評価

できる。

◇改善を要する点・問題点
理学部所属教員と大学院自然科学研究科（理学系）所
属教員を自動的に３年任期でローテーションする方式

は，大学院における研究の重要性を考慮すると問題であ

る。大学院の設置に際し全員の理解と協力を得るうえで
本方式が導入された経緯は理解できるが，今後の競争的

環境の中で大学の特色を出していくうえで大学院自然科

学研究科（理学系）所属教員の選出方法は非常に重要な

役割を果たすと考えられ，この方式の見直しが必要であ
る｡

校費を各教員に原則として平等に分配していること及

び大学院重点化経費により若手教員を支援していること
は評価できる。しかし，大学院重点化経費導入に伴い教

官当りの校費配分が減少しており，研究水準の維持のた

めにも理学系としての組織的努力が必要である。,

今後の研究が一層学際化する方向に行くことを考慮す

ると研究を専攻（あるいは系）を越えてグループで行う

ことの重要性は増してくると予想される。本組織では，
その点での取組が未だ不十分であり，組織としてグルー

プ研究が行い易いように努力していく必要がある。

◇貢献の状況（水準）
目的及び目標の達成におおむね貢献しているが，改善
の余地もある。
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２．諸施策及び諸機能の達成状況

ここでは，対象組織における「１．研究体制及び研究

支援体制」でいう「諸施策及び諸機能」の達成状況を評

価し，特記すべき点を「特色ある取組・優れた点 「改」，

善を要する点・問題点」として示し，研究目的及び目標
の達成の程度を「達成の状況（水準 」として示してい）

る。

◇特色ある取組・優れた点
全教員の中で金沢大学以外の大学出身者が８１％を占

， 。めていることは 高い流動性の表われであり評価できる

， ，平成８年に設置された計算科学科は 全国的に見ても

特色ある学科である。設置の意義を問うには更に長い年
月が必要と考えるが，この５年間に着実な成果をあげつ

つあることは，例えば科学研究費補助金を始めとする外

部資金の獲得状況に表れている。

機械工作室が物理及び化学の教員を中心に有効に活用

され，研究を支援している。担当の技術専門職員に研修

を適切に受けさせたり，技術発表会で成果を公表させる
など，組織として機械工作室の運営に対する努力が認め

られる。その結果，当該組織の活性化に寄与している。

「金沢大学概要 「金沢大学理学部案内 「金沢大学」， 」，
自然科学研究科」などの通常の資料の他「金沢大学研究

者総覧」の形で教員についての詳細な情報をまとめて公

表しており，理学部及び自然科学研究科（理学系）の教
職員及び学外者への情報公開への努力が認められる。ま

た，研究成果の報告書についても理学部，附属施設のレ

ベルでそれぞれ定期的に発刊されており，当該組織の周

知はよく達成されている。

◇改善を要する点・問題点
領域の構成は適切であると考えられるが，教員の構成

に工夫が必要である 「優秀な研究者の確保のため，専。

門分野，職制，年齢層等を検討して研究者を公募する」
との研究目的及び目標に照らし合わせると，教員の構成

比（教授，助教授・講師，助手の割合）は大学における

教育・研究に関わる基本的な問題である。現在の理学部
， 。 ，は教授４１％ 助教授・講師３１％ 助手２８％であり

助手の割合が３割に満たない。現在は過渡的にそのよう

な状態となっているのかもしれないが，将来に向け若手

教員の充実を真剣に考慮する必要がある。

大学院重点化経費のシステムの導入のため各教員への

配分が減らされたことにより，外部資金獲得の重要性が

一層高まっている。科学研究費補助金の採択数・採択率

は全国平均よりやや高いとは考えられるが更に一層の増

加と他の種類の外部資金獲得への努力を期待したい。ま
た新任教員の研究室立上げのための資金の支援について

も限られた条件下で，工夫が必要である。

◇達成の状況（水準）
目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の余
地もある。
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３．研究内容及び水準

， ，ここでは 対象組織における研究活動の状況を評価し

特記すべき点を「学問的内容及び水準の優れた点等につ

いて，設定された研究目的及び目標，教員の構成，組織

の置かれている諸条件に照らした記述」として示してい
。 ， ，る また 当該組織の研究活動の学問的内容及び水準を

教員及び研究グループの個別業績を基に国際的な視点を

踏まえて判定し，その結果を「個人及び研究グループの

業績の判定結果に基づく記述」として示している。
なお，ここでいう「研究活動」は，狭義の研究（基礎

研究，応用研究）にとどまらず，技術の創出，学術書，

教養書や教科書類の出版，政策形成等に資する調査報告
書の作成，総合雑誌などのジャーナリズム論文の発表を

含む対象組織における教員の創造活動全般を指してい

る。

また 「個人及び研究グループの業績の判定結果に基，
づく記述」で用いられている「卓越」とは，当該分野に

おいて国際的にも評価されうる非常に高い水準・内容で

あること 「優秀」とは，当該分野において高い水準・，

内容であること 「普通」とは，当該分野に十分貢献し，
ていること 「要努力」とは，当該分野に十分貢献して，

いるとはいえないことを，それぞれ意味する。

ただし，別添資料に示すとおり領域によって判定水準
に差異があることから，示された水準の割合を領域間で

相対的に比較することは意味を持たない。

◇学問的内容及び水準の優れた点等について，設

定された目的及び目標，教員の構成，組織の置か

れている諸条件に照らした記述
金沢大学は，国立大学として中規模の機関であるが総

合性を備えている。本大学のおかれている社会的条件及
び研究環境を考慮すれば，領域により多少差はあるもの

の理学系全体としては，おおむね着実な研究成果をあげ

ていると判断できる。
奨学寄附金や産学連携研究費は日本の経済状況を反映

しているのか最近やや減少気味であるが，科学研究費補

助金の採択率は全国平均より高く，採択数も増加の傾向

にある。
臨海実験所，低レベル放射能実験施設などの附属施設

がユニークな活動をしており，本大学理学系の一つの特

色となっている。

◇個人及び研究グループの業績の判定結果に基づ

く記述
（数理・情報科学領域）

研究水準については，構成員（２４人）の１割弱が卓

越，６割強が優秀，３割弱が普通，若干名が要努力。研
究の独創性については，３割弱が極めて高く，６割弱が

高い。研究の発展性については，２割弱が極めて高く，

７割が高い。
， ，全般的に 存在感のある教員がそれぞれの分野におり

世界的水準の研究を継続している。幾何では興味ある人

材を擁していて，独創性や発展性が極めて高い教員が比

較的多い。組み合わせ論の分野（重要な数学の分野では
， ） ，あるが 日本においては軽視されがちな分野 において

成果をあげている教員が比較的多い。数論においても国

際的に見ても一流の研究成果をあげている教員が存在す
る。確率論では，確率解析の研究はすでに評価されてお

り，ワイル変換を用いた乱数の生成の研究も発展が期待

できる。数理・情報学領域での計算科学関係の研究の更

なる充実を，今後に期待したい。

（物理学領域）

研究水準については，構成員（２９人）の１割強が卓

越，４割強が優秀，３割弱が普通，１割強が要努力。研
究の独創性については，１割強が極めて高く，５割強が

高い。研究の発展性については，１割強が極めて高く，

６割弱が高い。
地方に位置する国立大学として中規模の機関である

が，その研究環境としてはおおむね活発な研究活動が行

われている。新しい研究科を作り領域の開拓に努力し，

若い研究者や企業からの人材を取り入れている。素粒子
原子核理論の分野では，格子ゲージ理論に関連したユ

ニークな研究をはじめとして活発な研究が行われてい

る。物理学会論文賞を受けた繰り込み群に関する業績や

ＱＣＤカラー閉じ込め理論など高く評価できる。分子動
力学シミュレーションなどの方法を用いた複雑系の研究

など計算科学の分野の研究成果と活動は世界的に評価が

高い。低次元超伝導体の実験的研究やマイクロケルビン
領域での相転移などの研究も評価できる。

（化学領域）

研究水準については，構成員（２８人）の１割強が卓
越，５割が優秀，２割弱が普通，１割強が要努力。研究

， ， 。の独創性については １割強が極めて高く ６割が高い

研究の発展性については，１割強が極めて高く，６割弱

が高い。
三つの大講座に分かれて研究を進めており，各講座に

優れた研究が見いだされる｡｢物質分析｣の分野では，極

低レベル放射能測定技術に創意に富んだ方法を開発し，
学問的意義のみならず社会的にも大きい寄与をしてい

る｡｢物質機能｣の分野では，フィトクロムの構造と機能

解明を目指したフィコビリン誘導体の合成に成功し，ま

た新規効率的合成反応開発とその生理活性化合物の全合
成への応用では，関連協会の奨励賞を受賞している｡｢物

質設計｣の分野では，金属酵素の機能を視野に入れた高

効率・高選択的機能を持つ金属錯体，特に二核錯体の合

成・構造・反応性に関する研究で成果をあげている｡し
， ，かしながら 国際的に存在感ある教員が多いとはいえず

研究の一層の活性化が期待される｡
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（生物科学領域）
研究水準については，構成員（２１人）の４割弱が優

秀，３割強が普通，２割強が要努力。研究の独創性につ

いては，６割弱が高い。研究の発展性については，７割

弱が高い。
一定のレベルの研究活動が行われているが，現状では

特に卓越した研究はなく，今後のさらなる発展を期待し

たい。国際的に定評のある学術雑誌に研究成果を問うと
いう姿勢の更なる浸透を期待したい。地域社会とのつな

がりを重視した活動には高く評価できるものがあるが，

これらが学術的成果とは結びついていないのは残念であ

る。現教員の研究活動のさらなる活性化を期待したい。
また，公募人事が定着し，若い教員の中に独創性・発展

性の感じられる研究がみられるので将来の発展を期待し

たい。

（地球科学領域）

研究水準については，構成員（１８人）の７割強が優

秀，２割弱が普通，１割弱が要努力。研究の独創性につ
いては，１割強が極めて高く，７割弱が高い。研究の発

展性については，２割強が極めて高く，６割弱が高い。

組織としてのポテンシャルが決して低いわけではない

が，組織的に研究を活性化する努力が必要である。組織
としてみたとき，教員あるいは研究グループ相互の連携

が十分に機能しているようにみえない。

岩石学的研究には卓越に近いものがあり，環境科学的

研究なども今後の発展が期待されるものである。個性的
あるいは独創的な研究を展開している教員も少なくな

く，発展性が高く将来が楽しみであるが，地域研究にと

どまっている傾向があり，国際的に認知されるようによ
り努力が必要と考えられる。
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４．社会（社会・経済・文化）的貢献

ここでは，対象組織における研究活動の社会的貢献度

について評価し，特記すべき点を「社会（社会・経済・

文化）的貢献での優れた点等について，設定された研究

目的及び目標，教員の構成，組織の置かれている諸条件
に照らした記述」として示している。また，教員及び研

究グループの個別業績を基に社会的貢献の度合いを判定

し，その結果を「個人及び研究グループの業績の判定結

果に基づく記述」として示している。
なお，ここでいう「社会的貢献」の例としては，学術

研究の普及・啓発活動，地域との連携・協力の推進，社

， ，会からの相談・質問への専門的対応 政策形成への寄与
特許等の知的財産の形成，新産業基盤の構築などが想定

されている。

◇社会（社会・経済・文化）的貢献での優れた点

等についての設定された目的及び目標，教員の構

成，組織の置かれている諸条件に照らした記述
理学部の教員の社会貢献は独創的研究の世界への発信

にある。しかし「社会や地域と密接に関係した大学，開
かれた大学を目指して ，本大学理学部においては活発」

な社会的貢献が行われている。各学科とも努力している

が，特に生物学科，地球学科のように比較的地域及び社
会と密接に関係した分野のある学科での貢献が大きい。

「金沢大学科学教育研究室 「大学教育開放センター」，

の公開講座 ，石川県の小・中・高校生徒の発表会の企」

画，立案，助言などは社会と地域との関係における大学
としての立場からの貢献が高く評価できる。理学部見学

会は，平成５年以来毎年開催され，大変好評である。平

成１２年度より，石川県下の理数科を有する高等学校と

課題研究に関する連携を始め，高等学校と理学部教員と
の間で理数科クラスの高校生が行う課題研究及びＱ＆Ａ

活動を行っている。

地球規模の課題の解決と関係して特筆すべきものは，
平成７年におきたナホトカ号重油汚染事件である。この

事件に際して，環境浄化の研究が大いに貢献し，学生，

教員によるボランティア活動も高く評価された（化学領

域，生物科学領域，地球科学領域 。）
これらの活動は，全学的取組もみられるが，大部分は

学科単位などでの自発的な取組に依存してきた。教員の

限られた時間を有効に用いるためにも，理学部全体，あ
るいは全学的に，取り組む必要がある。

◇個人及び研究グループの業績の判定結果に基づ

く記述
（数理・情報科学領域）

数学科では，平成１１年度より石川県立高等学校理数
科課題研究発表会に助言者として参加している。また，

北陸四県数学教育研究大会，石川県高等学校教育研究会

数学部会への参加など，高等学校との意見交換を積極的
に行っている。

計算科学科では，平成１１年以来毎年，石川県の高校

生向け集中講座「高校生のための計算科学」を石川県と

共催で開講している。企業との共同研究も延べ２４件あ
り，特許１件が申請，公開されている。

（物理学領域）
大学教育開放センターで物理学科の理論グループが行

った「宇宙と素粒子」の講義録は， 化され，CD-ROM
全国に配布され好評であった。科学研究費ＴｅＸマクロ

の開発，製作，配布，維持の活動は，昭和６３年度より
続けられ，全国の研究者から高く賞賛されている。

（化学領域）

石川県内の小・中・高等学校及び大学教員で組織され
ている，石川化学教育研究会に化学科の多くの教員が所

属し，石川地区中学高校生徒化学研究発表会を積極的に

企画・立案し支援し，石川県保健環境センター主催の高
校，中学の教員，生徒に対する「放射線教室」にも講師

や指導者として参加している。また，低レベル放射能実

験施設及び化学科の放射性物質を専門とする教員は，Ｊ

ＣＯ臨界事故の学術調査で果たした大きな役割も特筆で
きる。さらに，地域及び産官学に関連・貢献した研究も

いくつか見られる。

（生物科学領域）
生物学科自然史講座を中心とした金沢大学「角間の里

山自然学校」は，地域住民の生涯学習あるいは小学校な

どの自然教育に開放されている。また，野外の動物・植
物についての一般市民や企業からの問い合わせに対して

も対応し，生き物，恐竜など自然への好奇心を育てるこ

とは，次世代の教育だけでなく，高齢化社会においても

心に潤いと豊かさを与えるものと評価される。
附属臨海実験所は，能登半島における唯一の高等教育

研究機関として地域の教育的側面に貢献している。石川

県の高等学校教員を対象として，分子生物学の基礎技術

「 」 。を教える バイオの時代を生きる を毎年開催している

（地球科学領域）

地震に代表される自然災害は，各地域の自然環境が反
「 」 。 ， ，映した 地域性 が高い災害である 地球学科は 地震

火山，豪雨などの自然災害，環境汚染など人為的災害な

どに積極的に，さらに指導的に関与している。兵庫県南

部地震後の石川県及び県内市町村の地震防災対策策定に
ついては，地球学科の教員が積極的役割を果たした。ま

た，珍しい鉱物・岩石，化石についての一般市民や企業

からの問い合わせに対しても対応している。石川県で推

進されている「自然史博物館」設置の市民運動にも大き
な役割を果たしている。
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５．研究の質の向上及び改善のためのシステム

ここでは，対象組織における研究活動等について，そ

れらの状況や問題点を組織自身が把握するための自己点

検・評価や外部評価など 「研究の質の向上及び改善の，
ためのシステム」が整備され機能しているかについて評

価し，特記すべき点を「特色ある取組・優れた点 「改」

善を要する点・問題点」として示し，システムの機能の

程度を「機能の状況（水準 」として示している。）

◇特色ある取組・優れた点
， ，理学部としての研究の質の向上 改善への方策として

点検評価委員会を設置し，学部及び研究科の自己評価や
外部評価（大学基準協会の評価）を行っており，組織と

しての努力が認められる。また，他にも全学あるいは理

学部として定期的に「現状と課題 「研究者総覧 「理」， 」，

学部論文および著書目録」などを発刊しており，その点
も評価できる。

将来計画委員会が置かれており，研究の質の向上，改

善のシステムの整備の体制は整っている。このシステム
は実効にある形で機能している。

平成１３年度より教育研究基盤経費の配分において，
競争原理が導入され，特別研究プロジェクト経費，外部

資金導入促進経費，博士課程支援経費などが競争的経費

となったことにより研究の質の向上，特に若手研究者の

育成に役立っている。

低レベル放射能実験施設は，これからの新しい素粒子

核物理や放射化学の重要性に鑑み，発展を期待したい。

貴重でユニークな地域（西太平洋）の超微量検出分析セ
ンターとして，発展を強く望む。そのためには他の地下

実験所（大塔奈良観測所等）ともよく連携協力しながら

独自の研究開拓を期待したい。この点でも外部評価は有
益である。

金沢大学の広報活動としては，印刷物とホームページ

によって，基本方針や各種事業内容の教職員及び学外者
への周知･公表が図られている｡印刷物としては 「金沢，

大学概要 「金沢大学理学部案内 「金沢大学自然科学」， 」，

研究科」が作成され，多方面に配布されている｡ホーム

ページは，全学，理学部，各学科及び附属施設，大学院
自然科学研究科がそれぞれ作成されており，充実してい

る｡理学部のホームページアクセス数は，年間約６万件

で，このうち学外からのアクセスは約４万５千件であっ
た。

◇改善を要する点・問題点
これまで，大学基準協会による全学的な外部評価は行

われているが，理学部・理学系としての外部評価は行わ
れていなかった。しかし，近々大学院自然科学研究科と

しての外部評価を受けるとのことであるので，国内外の

卓越した研究者による世界的視野での建設的評価とそれ

に基づく新たな変化を期待する。
現在，将来計画委員会において学部及び大学院自然科

学研究科の組織改編，大学院専任教員の人事の見直しな

どが行われているとのことであり，研究科としての明確

な考え方が示されることを期待する。

◇機能の状況（水準）
向上及び改善のためのシステムがおおむね機能してい

るが，改善の余地もある。
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Ⅳ 評価結果の概要

１）研究体制及び研究支援体制

（ ） ， ，理学部及び自然科学研究科 理学系 は数学 物理学

化学，生物学の基礎的領域に境界領域として地球学，計
算科学を入れた６領域よりなる。この中で計算科学科は

全国に先駆けて設立された本大学理学部を特徴づけるユ

ニークな学科である。学部・研究科共用の機械工作室も

優れた支援システムとして機能している。教員人事は原
則として公募で行われていること，重点化経費による若

手教員の萌芽的研究への支援が行われていることは評価

できる。

しかし，理学部所属及び大学院所属の教員を３年任期
でローテーションする方式及び重点化経費方式採用によ

る校費の縮小によりもたらされる研究費の減少は真剣な

対応を要する問題点である。
以上のようなことから，目的及び目標の達成におおむ

ね貢献しているが，改善の余地もある。

２）諸施策及び諸機能の達成状況

境界領域として特徴ある計算科学科は設立後まだ５年

でその設立の意義を問うには早いが，現在のところ着実

に成果をあげている 理学部 大学院自然科学研究科 理。 ， （
学系）及びその構成教員についての情報は各種の出版物

及びホームページで適切に公表されている。外国人教員

の採用も含む国際交流への取組にも努力が払われてい
る。

将来の若手教員の充実に向け，長期的視点にたった対

応が望まれる。今後の研究活動には外部資金の獲得が益

々重要になると考えられるので，それに向けての組織と
しての努力が必要である。また学術雑誌等の共同利用へ

の組織としての取組も今後の課題である。

以上のようなことから，目的及び目標がおおむね達成
されているが，改善の余地もある。

３）研究内容及び水準

総合性を備えた中規模の国立大学として，そのおかれ

ている研究環境を考慮すれば，領域により多少差はある

ものの全体としておおむね着実な成果をあげている。科

学研究費補助金の採択率は全国平均より高く，採択数も
増加の傾向にある。

４）社会（社会・経済・文化）的貢献

理学部の理念から，優れた研究者の社会貢献では独創

的研究の世界への発信にあるものの，理学部及び大学院

自然科学研究科（理学系）の教員は地域との連携や協力
の推進を中心に多くの社会的貢献を行っている。

例えば 「金沢大学科学教育研究室 「大学教育開放， 」，

センターの公開講座 ，石川県の小・中・高校生徒の発」
表会の企画，立案，助言などである。平成７年のナホト

カ号重油汚染事件では，学生，教員によるボランティア

活動が高く評価された 「角間の里山自然学校」におけ。

る活動，ＪＣＯ臨界事故の調査活動なども特筆できる。
今後は，限られた教員の時間を有効に用いるためにも，

全学としての組織的取組が期待される。

５）研究の質の向上及び改善のためのシステム

点検評価委員会をおいて，自己評価及び大学基準協会

の評価を行っており，組織としての努力が認められる。
また それらの報告書の他に定期的に 現状と課題 研， 「 」，「

究者総覧 「理学部論文及び著書目録」などを発刊して」，

いる。現在，外部評価の準備中である。

研究の質の向上，改善のために将来計画委員会を置き
大学院自然科学研究科の組織改編も含め検討が行われて

いる。また平成１３年度より教育研究基盤経費の配分に

おいて競争原理が導入され，若手教員の萌芽的研究も含

め研究者の重点的な配分が開始された。
以上のようなことから，向上及び改善のためのシステ

ムがおおむね機能しているが，改善の余地もある。
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Ⅴ 意見の申立て及びその対応

当機構は，評価結果を確定するに当たり，あらかじめ当該機関に対して評価結果を示し，その内容が既に提出されて

いる自己評価書及び根拠資料並びにヒアリングにおける意見の範囲内で，事実関係から正確性を欠くなどの意見がある
場合に意見の申立てを行うよう求めた。機構では，意見の申立てがあったものに対し，その対応について大学評価委員

会等において審議を行い，必要に応じて評価結果を修正の上，最終的な評価結果を確定した。

ここでは，当該機関からの申立ての内容とそれへの対応を示している。

申立ての内容 申立てへの対応

【 】 諸施策及び諸機能の達成状況評価項目

【 】 助手の割合が３割に満たない。このこと 【 】 「Ⅲ 評価結果」の「２．諸施策及諸機能の評価結果 対応

は今後の理学系の教育・研究を考えると問題である 同 達成状況」の「◇改善を要する点・問題点」の最初のパ。（

様の記述がⅣ評価結果の概要（Ｐ． ）にもある ） ラグラフ８行目からの以下の部分を削除した。12 。

『このことは今後の理学系の教育・研究を考えると問
【意見】 評価結果（概要）では，教員中での助手の比 題である 』。

率がかなり少ないこと，及び真剣な対応が望まれる。と

あるが下記の理由を考慮した表現に訂正願いたい。 【 】 現在，助手が 割に満たないことは現実で理由 3
ある。しかし，すでに述べられているように現在は，過

【 】 当学部では，教官定員の規模から教授，助教 渡的状態であると理解し，長期的視点にたった対応を望理由

授・講師，助手の割合を１：１：１を基本に運用してい む記述に変更した。

る。現在の助手の割合が２８パーセントであるのは，や
や少ないと感じられるが，長期的に判断すべきである。

また，定員削減により助手の教官定員が減少しているこ

とも一因である。

【 】 諸施策及び諸機能の達成状況評価項目

【 】 学外の研究者によるセミナーは大学院生 【 】 「Ⅲ 評価結果」の「２．諸施策及諸機能の評価結果 対応

も含め・・・・・・・。 達成状況」の「◇改善を要する点・問題点」の第３パラ
この点については，組織的取組が必ずしも行われておら グラフ（以下に示す部分）を削除した。

ず，工夫が必要である。 『理学部談話会や各領域での談話会を通して研究活動

の活性化と相互理解のために努力していることは評価で
【 】 学外の研究者によるセミナーは，各学科の取 きるが，学外の研究者によるセミナーは大学院生も含め意見

組の下で行っているのが通例であり，上記の記述は正当 教員への知的刺激として極めて重要である。この点につ

でない。従って，削除を望む。 いては，組織的取組が必ずしも行われておらず，工夫が

必要である 』。
【 】 可能な範囲ではあるものの，各領域において理由

は学外の研究者によるセミナーは，教育・研究上不可欠 【 】 申立ての趣旨を踏まえて，この記述を削除し理由

との一致した認識である。例えば，物理学領域において た。
は，毎年約４０名の他大学（外国人を含む ）の研究者。

によるセミナーが催されている。他の領域においても基

本的に同じである。

【 】 研究内容及び水準評価項目

物理学領域の生物物理学研究室(教員Ａ 【 】 原文のままとした。【 】 ）評価結果 対応
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申立ての内容 申立てへの対応

の最近の特筆すべき研究成果に対する評価について記述 【 】 審査先として申請のあった物理学部会におい理由
， ，願いたい。 て ヒアリングの際に説明のあった追加資料についても

検討のうえで，研究内容及び水準が判断され，それに基

【 】 生物物理学研究室の教員Ａは，高速原子間力 づいて記述が行われている。意見

顕微鏡を開発し，水溶液中で激しく動くたんぱく質のナ なお 「研究内容及び水準」の評価項目においても，，
ノスケール動態を映像として捉えることに世界で初めて 他の評価項目と同様に，組織の研究活動を評価すること

成功している。これは生命科学にとって衝撃的且つ革新 を目的としているので 「自己評価実施要項」にも記述，

的成果であり，今後の生命科学に与える影響は極めて大 してあるとおり，個々人の判定結果については公表しな

きい。これは資料として添付した 誌に印刷中で いことになっている。PNAS
あった原稿の研究内容である。この特筆すべき成果につ

いて，評価記述がなされるべきと考える。

【 】 平成１３年５月１日現在において未だ印刷中理由

（ ） ， ，であったが，その原稿は資料として大学評価・学位授与 注 意見の申立てには 個人名が記載されていたが

機構に提出している。この開発で生まれた技術の特許 今回の評価の趣旨に馴染まないことから 左記 申4 ， 「

」 ， 「 」件を出願していることも報告している。また，この研究 立ての内容 は 原文にあった個人名を 教員Ａ
で から大きな競争的資金（平成９～１１年度） に置き換えて記述している。NEDO
を獲得していることも報告している。この諭文が出版さ

れ公表（平成１３年１０月）されるやいなや，国内はも

とより海外からも大きな反響が寄せられている。

【 】 研究内容及び水準評価項目

【 】 （物理学領域） 【 】 原文のままとした。評価結果 対応

研究水準については，構成員（２９人）の 割強が卓1
越， 割強が優秀， 割弱が普通， 割強が要努力。 【 】 物理学領域の研究内容及び水準の判定につい4 3 1 理由

ては，物理学部会において，提出された書類に基づき，
【 】 研究水準については，構成員（２９人）の 別添資料の判定基準により，適正に判定されている。意見 2
割強が卓越， 割が優秀， 割弱が普通， 割強が要努4 3 1
力

と修正されるべきである。

【 】 判定基準 卓越では 「優れた研究業績を発理由 ，

表しており，国際会議への招待講演などを参考にして判
断したとき，国際的に注目度の高い研究をしていると認

められるレベルに達しているもの」であるが，提出済み

の個人別研究活動判定資料に書かれている内容から，か

なり厳しく判定しても 人（２割強）は卓越と判定され7
る。詳細な理由意見は，資料として提出した。

【 】 研究内容及び水準評価項目

【 】 「個人及び研究グループの業績の判定結 【 】 文章を以下のとおり修正した。評価結果 対応

果に基づく記述」(数理・情報科学領域）の最後の「数 『数理・情報学領域での計算科学関係の研究の更なる充

理・情報学領域での計算科学関係の研究の充実は，今後 実を，今後に期待したい 』。
を期待したい」という文言について

【 】 申立ての趣旨（現時点で何も研究成果が得ら理由

【 】 上記の文言は，現時点で何も研究成果が得ら れていない）で記述したものではないが，そのような印意見
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申立ての内容 申立てへの対応

れていないかのような印象を与える恐れのある表現に思 象を与える恐れがあることを理解したので，修正した。
われます。しかし以下の理由により，そのような印象を

もたれることは現状を正しく伝えることにならないと思

い，その旨を申し立てたく存じます。

【 】 領域全体の評価で，所属教官の業績の数学的理由

側面については一定の評価をいただいたと理解しており

ます。一方，計算科学の側面についても，既に申し上げ

ましたように，設定した研究目標に沿って，( ) 数値解a
析法の開発と研究，( ) 数式処理システムの汎用化と分b
散処理の研究，( ) 離散構造の組合せ論的研究，( ) 離c d
散系の可積分性の研究，といった独自の研究成果を挙げ
ております。これらの研究は，数学的側面をもつと同時

に，計算機支援による数理現象の解明をめざした研究な

らびに計算科学を支える手法や基礎数理の研究でもある

と考えております。
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(別添資料)
理学系研究評価における研究水準の判定基準等について

理学系の研究分野は，非常に広範にわたっており，生命現象を含めた自然現象を解明する基盤を担っている。したが
って，理学系の中では研究水準を判定する方法は研究領域によって多様であり，理学系全体として統一した判定方法を
用いることは非常に困難であった。この多様性が理学系研究の特色であり，理学系の研究全体を発展させてきたと言え
るので，それを活かしつつ判定を行うための共通な基準の設定は今後の課題である。
今回の理学系研究評価にあたって，各領域では表のような判定基準を用いた。領域によって判定水準に差異があるこ
とから，示された水準の割合を領域間で相対的に比較することは意味をもたないことに留意されたい。また，同様の理
由により，研究水準の判定結果について，対象組織全体の割合は示さなかった。
「独創性」及び「発展性」の判定は，基本的には，理学系では研究水準が「卓越」と判断された者は，独創性・発展
性は「極めて高い」とし，研究水準が「優秀」と判断された者は独創性・発展性は「高い」とした。研究水準は既に発
表され確立した業績でもって判断した。しかしながら，現段階では必ずしも発表された業績が十分ではなくとも，研究

，「 」 「 」 。 ，内容に独創性・発展性がみられる者については 極めて高い あるいは 高い と判断した これらの項目についても
研究水準の判定と同様に，各領域ごとの割合は示したが，対象組織全体の割合は示さなかった。
今回の「社会的貢献」については，提出された個々の資料だけで貢献の大きさを判断することが困難なものが多数で
あったので，割合を示すことはしないで，貢献活動の特色を記述した。

卓 越 優 秀 普 通 要努力

その分野の，世界の研究者達の広 国際会議で招待講演を行うなどの 過去５年間にレフェリーのある国 普通の基数
くから名を知られ，かつその分野 国際的に目立った研究活動を行っ 際雑誌に適当数の論文を発表する 準に達し理

， 。・ の世界における指導者の一人とし て 「普通」のレベルを越えてい などの活躍をしている。ここで， ないもの
て十分に敬意を払われているよう る場合。 指導した学生が学位論文を発表し情
な存在である。 た場合も指導のもとに得られた成報

果は研究活動の一部とみなす。科
学

優れた研究成果を発表しており， 活発な研究活動をしていることが 評価対象期間の過去５年間に一定 普通の基物
国際会議における招待講演などを 認められ，国際的に評価の高い学 の水準を満たす研究成果を発表し 準に達し

。理 参考にして判断したとき，国際的 術雑誌に恒常的に多数の研究成果 ており，国立大学等の教官として ないもの
に注目度の高い研究活動をしてい を発表しているか，それと同等と 充分な研究活動を行っていると認
ると認められるレベルに達してい 判断されるレベルに達しているも められるレベルに達しているも学
るもの。 の。 の。

国際的なレベルで注目される優れ 優れた研究を行っており，当該分 研究内容・水準において充分優れ 普通の基化
た研究をしている。例えば，国際 野で活動が多くの研究者に認知さ ているとは言えないものの，一定 準に達し

。学 会議での招待講演を比較的高い頻 れているものの，国際的レベルで の研究活動を行っている。論文の ないもの
「 」 。度で行ったり，当該分野で一流の 見た場合，その活動が「卓越」に 質・数の点で 優秀 に及ばない

国際学術雑誌あるいは進歩総説シ 及ばない。その研究成果は論文と
リーズなどに研究成果の総説の執 して定常的に学術誌に発表されて
筆の招待を受けている。 いる。

その研究業績が国際的に非常に高 その研究業績が高い水準・内容を 対象期間である５年間にわたって 普通の基生
く評価され，国際的に当該専門分 もち，当該専門分野において国際 恒常的にレフリー付き学術雑誌に 準に達し

。物 野をリードする立場にあるもの。 的に認められているもの。 論文を発表し，当該分野において ないもの
専門家として十分貢献しているも
の 「恒常的」の意味は，５年間科 。
で１０報程度を目安とするが，こ
の数は専門分野によって多少差は学
ある。

国際的な学術誌に年間数報以上の 国際的な学術誌に年間１報以上研 定常的に研究活動を行なってお 普通の基地
研究論文を公表し，国際学会で受 究論文を公表しており，国際的な り，一定水準をみたす（査読のな 準に達し

。球 賞する，基調講演や特別講演を行 学会や研究会・国際会議において い紀要，年報等を含む）研究論文 ないもの
うなど，国際的に業績が高く評価 発表し，その研究活動が国際的に を年間１報以上公表している。
されている。 認知されている。あるいは国内の科

学会賞の受賞や特別講演を行なう
など，その業績が国内において高学
く評価されている。

一流の国際学術専門誌 上位数誌 国内外のレフェリー付きの学術専 定常的な研究活動に従事し，内容 普通の基天 （ ）
に恒常的に論文を発表，また国際 門誌に論文をほぼ恒常的に発表 は地味でも着実な成果を上げてい 準に達し文

。・ 会議などで招待講演を行い，組織 し，国際会議，学会，研究会など る。 ないもの
委員を務めるなど国際的に高い評 において積極的に活躍している。宇
価を得ている。国内的には，活発 また，プロジェクト研究などでそ宙
な学会，研究会活動をおこない， の遂行に大きな役割を果たしてい科
当該分野の学問研究をリードし， る。学
その発展に大きな貢献をしてい
る。


